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Fusic とアストロスケール、コーポレートパートナーシップを締結 

 

株式会社Ｆｕｓｉｃ（本社：福岡県福岡市中央区、代表取締役社長 納富貞嘉）はこの

度、持続可能な宇宙環境を目指し、軌道上サービスに取り組む株式会社アストロスケール

ホールディングス（本社：東京都墨田区、創業者兼 CEO 岡田光信）の日本子会社である

株式会社アストロスケール（本社：東京都墨田区、代表取締役社長 加藤英毅、以下「ア

ストロスケール」）とコーポレートパートナーシップを締結したことをお知らせいたしま

す。 

 

 

 

本パートナーシップは、宇宙の持続可能性「スペースサステナビリティ」の実現に挑む

アストロスケールの姿勢に Fusic が共感し、その実現に貢献することを目的としていま

す。アストロスケールは宇宙のロードサービスとも例えられる軌道上サービスに取り組む

中でクラウド分野にて Fusic の支援を受けており、本パートナーシップを締結する運びと

なりました。 

 

アストロスケール上級副社長 伊藤美樹のコメント 

「スペースサステナビリティの実現には、デブリの除去や衛星の燃料補給などの軌道上

サービスが必要不可欠です。Fusic はクラウド分野にて弊社をサポートいただいている重

要なパートナーであり、今回パートナーシップを締結できることを嬉しく思います。アス

トロスケールは今後も、軌道上サービスの確立に向けて精進してまいります。」 

 

  



 

 

 

Fusic 代表取締役社長 納富貞嘉のコメント 

「持続可能な宇宙開発に挑戦するアストロスケールとパートナーシップを締結できるこ

とを嬉しく思います。当社は、クラウドコンピューティング・AI 等の技術を活用し、宇宙

関連の政府機関や企業とさまざまなプロジェクトを推進しております。今後も、当社が有

する技術力と知見を活かし、宇宙産業の発展と宇宙の持続可能性の実現に貢献していきた

いと思います。」 

 

アストロスケール について 

アストロスケールは、軌道上サービスの世界的リーダーとして、安全で持続可能な宇宙

開発に取り組んでいます。当社は衛星の寿命延長、故障機や物体の観測・点検、衛星運用

終了時のデブリ化防止のための除去、既存デブリの除去など、多様で革新的な軌道上サー

ビスソリューションを提供します。2021 年 3 月以降、アストロスケールは ELSA-d や

ADRAS-J のミッションにおいて軌道上で RPO 技術を実証し、軌道上サービスのリーダー

としての地位を確立してきました。アストロスケールの宇宙機は、宇宙航空研究開発機構

（JAXA）や米国宇宙軍、欧州宇宙機関（ESA）、英国宇宙庁（UKSA）、Eutelsat OneWeb

との先駆的なミッションに採用されています。宇宙機の定期的な点検、移動、除去、寿命

延長のためにより多くの衛星運用者が軌道上サービスを導入し、循環型宇宙経済の可能性

が広がり、より持続可能な宇宙の未来が開かれつつあります。本社・R&D 拠点の日本を

はじめ、英国、米国、フランス、イスラエルとグローバルに事業を展開しています。 

ウェブサイト：https://astroscale.com/ja/ 

 

Fusic について 

株式会社 Fusic は、クラウド、AI・機械学習、IoT、Web アプリ開発、UI/UX デザイン

などを組み合わせる“技術結合力”を武器に、お客さまの課題を解決するシステム開発およ

び技術コンサルティングを行っています。近年では、宇宙・衛星開発企業に向けたクラウ

ド基盤構築や衛星データ解析の支援など、宇宙ビジネスにも注力。さらに、自社開発プロ

ダクトを提供し、社会や企業が抱えるさまざまな課題を技術の力で解決しています。ブラ

ンドスローガンに「OSEKKAI × TECHNOLOGY」を掲げ、お客さまのご要望に向き合

い、伴走しながら、期待を超える価値をお届けすることを大切にしています。 

ウェブサイト：https://fusic.co.jp/ 

以上 

本リリースに関するお問合せ先 

株式会社Ｆｕｓｉｃ IR 担当 

〒810-0001 福岡県福岡市中央区天神 4-1-7 第 3 明星ビル 6Ｆ 

問合せ：https://fusic.co.jp/ir/other/contact 
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